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（１） 自動車運送事業（市バス） 

ア 営業設備（令和５年４月１日現在） 

（ア）路線 

 令和５年度（Ａ） 令和４年度（Ｂ） 比較（Ａ－Ｂ） 

営業路線キロ 321.93km 321.93km － 

バス専用レーン 86.6km 86.6km － 

停留所間平均距離 410m 410m － 

運転系統数 74 系統 74 系統 － 

 

（イ）バス停留所及び設備 

 令和５年度（Ａ） 令和４年度（Ｂ） 比較（Ａ－Ｂ） 

停留所数 714 か所 714 か所 － 

停留所標識数 1,632 か所 1,632 か所 － 

上  屋 666 か所 667 か所 ▲1か所 

ベ ン チ 902 か所 898 か所 4 か所 

バス接近表示器 552 か所 552 か所 － 

照  明 1,185 か所 1,185 か所 － 

バスの駅 68 か所 69 か所 ▲1か所 

 

（ウ）車 両 

 令和５年度 

（Ａ） 

令和４年度 

（Ｂ） 

比 較 

（Ａ－Ｂ） 

車 両 数 801 両 801 両 － 

 うち低床車（バリアフリー対応） 801 両(100%) 801 両(100%) － 

  うちノンステップバス 772 両( 96%) 772 両( 96%) － 

  うちワンステップバス 29 両(  4%) 29 両(  4%) － 

 うちアイドリングストップバス 801 両(100%) 801 両(100%) － 

 うちハイブリッドバス 59 両(  7%) 59 両(  7%) － 

 うちラッシュ型車両 423 両( 53%) 398 両( 50%) 25 両 

注（ ）内は、車両数に占める割合を示しています。 

１ 事業概要 
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（エ）事業所及び案内所等 

〇 営業所及び出張所 

名 称 所在地 
敷地面積

（㎡） 

所属車両数(両) 

 うち委託 

西賀茂営業所 北区西賀茂山ノ森町 9,963.86 109 － 

烏丸営業所 北区小山北上総町 
(注) 

15,251.40 
88 － 

 錦林出張所 

（全部を管理の受委託） 
左京区浄土寺真如町 5,058.34 44 44 

九条営業所 南区東九条下殿田町 19,580.42 178 － 

梅津営業所 

（一部を管理の受委託） 
右京区西院笠目町 16,925.71 166 56 

洛西営業所 

（全部を管理の受委託） 
西京区大枝東新林町 14,115.81 102 102 

横大路営業所 

（全部を管理の受委託） 
伏見区横大路橋本 10,261.91 114 114 

合 計 － － 801 316 

   注 烏丸営業所の敷地面積は、バスターミナル部分を含みます。 

 

〇 車両工場 

名 称 所在地 敷地 

自動車整備工場 伏見区竹田西段川原町 地下鉄竹田車両基地に含みます。 

 

〇 市バス・地下鉄案内所 

市バス・地下鉄の運行に係る案内（ダイヤ、運賃、系統、停留所位置等）やカー

ド乗車券の発売等を行っています。 

名 称 所在地 案内時間等 

交通局 
地下鉄太秦天神川駅地上 

（ＳＡＮＳＡ右京１階） 

７時３０分～１９時３０分 

（年中無休） 

京都駅前 
ＪＲ京都駅中央口前 

バス総合案内所内 

コトチカ京都 地下鉄京都駅中央 1改札口横 

北大路 
北大路バスターミナル内 

（地下鉄北大路駅隣接） 

烏丸御池駅 
地下鉄烏丸御池構内 

（改札外） 
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〇 市バス・地下鉄定期券発売所 

名称 発売日・発売時間 

四条駅 

月～土曜日（祝日除く）：７時３０分～１９時３０分 

 

日祝日        ：９時００分～１７時００分 

京都駅前 

三条京阪駅 

北大路駅 

山科駅 

竹田駅 
月～土曜日（祝日除く）：１２時００分～１９時３０分 

 

日祝日        ：９時００分～１７時００分 

六地蔵駅 

二条駅 

梅津営業所 
月末５日～月始５日 

うち月～土曜日（祝日除く） 

１２：００分～１９時３０分 

 

うち日祝日 

９：００分～１７時００分 

洛西営業所 

西賀茂営業所 
月末２日～月始１日 

横大路営業所 

注１ 年末年始（１２月３１日～１月３日）は休みです。 

   注２ 地下鉄のＩＣＯＣＡ定期券（通勤・継続）については、地下鉄全駅の自動券売機で購入可

能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市バス・地下鉄案内所 

（コトチカ京都） 
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岩倉・修学院地域 

平成 28年 3 月 
均一運賃区間へ移行 
 

高雄地域 

令和 3 年 3 月 
均一運賃区間へ移行 
 

桂・洛西地域 

調整運賃区間 

横大路地域 

調整運賃区間 

上賀茂・西賀茂地域 

平成 29年 3 月 
均一運賃区間へ移行 
 

山科地域 

令和 3 年 12 月 
調整運賃区間として新設 

イ 市バス運賃 

 

 ・均一運賃区間…       ・調整運賃区間（均一区間外）   

大人 230 円 小児 120 円    大人 160～420 円 小児 80～210 円 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

嵯峨・嵐山地域 

平成 26年 3 月 
均一運賃区間へ移行 
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（２）高速鉄道事業（地下鉄） 

ア 営業設備（令和５年４月１日現在） 

（ア）路 線 

区 分 烏丸線 東西線 

営業路線キロ 13.7 ㎞ 17.5 ㎞ 

駅   数 15 駅 17 駅 

駅   名 

国際会館、松ヶ崎、北山、 

北大路、鞍馬口、今出川、 

丸太町、烏丸御池、四条、五条、 

京都、九条、十条、くいな橋、 

竹田 

六地蔵、石田、醍醐、小野、 

椥辻、東野、山科、御陵、蹴上、 

東山、三条京阪、京都市役所前、 

烏丸御池、二条城前、二条、 

西大路御池、太秦天神川 

駅間平均距離 0.98 ㎞ 1.09 ㎞ 

運 転 回 数 国際会館～竹田（平日）161 往復 

六 地 蔵 ～ 御 陵（平日）130 往復 

御陵～京都市役所前（平日）188 往復 

京都市役所前～太秦天神川（平日）178 往復 

路 線 構 造 地下構造(竹田付近は一部地上) 地下構造 

軌   間 1.435m 1.435m 

集 電 方 式 架空線方式、直流 1,500 ボルト 架空線方式、直流 1,500 ボルト 

建 設 費 3,053 億円 5,461 億円 

 

（イ）車 両 

■ 烏丸線：２０編成（１編成６両）、１２０両 

※供用開始（昭和５６年５月）から４０年以上経過する９編成（５４両）を、 

令和３年度から令和７年度にかけて順次更新 

※現在、烏丸線新型車両（２０系）は３編成が運行中 

       

■ 東西線：１７編成（１編成６両）、１０２両 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

烏丸線新型車両（20 系） 

【令和 4 年 10 月に「グッドデザイン賞」を受賞！】 

（受賞理由） 

・シンプルでモダンな京都らしい地下鉄車両 

・烏丸線は両先頭の車両に乗る機会が多く、そこに伝統工芸品を展

示する大きな多目的スペース「おもいやりエリア」を配置 

・バリアフリーや情報提供の面で進化している。 

・京都市内の工芸や伝統産業が参加することもひとつの市民参加で

あり、地下鉄と市民との新しい関係を生み出している。 
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（ウ）事業所及び施設 

○ 運輸事務所及び駅 

名  称 所在地  名  称 所在地 

烏丸線運輸事務所 東西線運輸事務所 

 乗務区 

(竹田) 

伏見区竹田西段川原町  乗務区 

(醍醐) 

伏見区醍醐高畑町 

 駅務区 

(九条) 

南区東九条南烏丸町  駅務区 

(京都市役所前) 

中京区下丸屋町 

国際会館駅 左京区岩倉大鷺町 六地蔵駅 宇治市六地蔵奈良町 

松ヶ崎駅 左京区松ヶ崎六ノ坪 石田駅 伏見区石田森東町 

北山駅 北区上賀茂岩ヶ垣内町 醍醐駅 伏見区醍醐高畑町 

北大路駅 北区小山北上総町 小野駅 山科区小野西浦 

鞍馬口駅 上京区上御霊中町 椥辻駅 山科区椥辻草海道町 

今出川駅 上京区岡松町 東野駅 山科区東野片下り町 

丸太町駅 中京区大倉町 山科駅 山科区安朱南屋敷町 

烏丸御池駅 中京区虎屋町 御陵駅 山科区御陵原西町 

四条駅 下京区二帖半敷町 蹴上駅 東山区東小物座町 

五条駅 下京区大坂町 東山駅 東山区大井手町 

京都駅 下京区東塩小路町 三条京阪駅 東山区大橋町 

九条駅 南区東九条南烏丸町 京都市役所前駅 中京区下丸屋町 

十条駅 南区東九条南石田町 烏丸御池駅（再掲） 中京区虎屋町 

くいな橋駅 伏見区竹田中島町 二条城前駅 中京区二条城町 

竹田駅 伏見区竹田桶ノ井町 二条駅 中京区西ノ京星池町 

   西大路御池駅 中京区西ノ京東中合町 

   太秦天神川駅 右京区太秦下刑部町 
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… 烏丸線直営駅  ６駅 

… 烏丸線委託駅  ８駅 

… 東西線直営駅  ８駅 

… 東西線委託駅  ９駅 

○ 地下鉄各駅の委託状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【地下鉄駅数】 ３１駅（直営駅：１４駅、委託駅：１７駅） 

〔烏丸線〕       １４駅     〔東西線〕        １７駅 

 

 

 

注 烏丸御池駅は東西線に含みます。 
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〇 車両基地 

名 称 所在地 敷 地 

竹田車両基地 伏見区竹田西段川原町 67,670.88 ㎡ 

醍醐車庫 伏見区醍醐高畑町 地下構造式 

 

〇 変 電 所 

名 称 所在地 

国際会館前変電所 左京区岩倉大鷺町 

北大路変電所 北区小山北上総町 

姉小路変電所 中京区姉小路通東洞院西入車屋町 

勧進橋変電所 南区上鳥羽勧進橋町 

醍醐変電所 伏見区醍醐川久保町 

山科変電所 山科区安朱中小路町 

東山変電所 東山区分木町 

御池変電所 中京区姉小路通東洞院西入車屋町 

天神川変電所 右京区太秦下刑部町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹田車両基地 

醍醐車庫 
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（エ）駅設備 

〇烏丸線 

 国
際
会
館 

松

 

崎 

北 
 

山 

北

大

路 

鞍

馬

口 

今

出

川 

丸

太

町 

烏
丸
御
池 

四 
 

条 

五 
 

条 

京 
 

都 

九 
 

条 

十 
 

条 

く
い
な
橋 

竹 
 

田 

 
 

計 

エレベータ(基) 3 2 2 2 2 2 1 ※ 3 2 3 2 2 2 4 32 

エスカレータ(基) 3 3 1 5 1 4 2 ※ 6 3 4 1 1 2 5 41 

改 札 口 ( か 所 ) 1 1 1 2 1 2 2 ※ 3 2 4 1 1 1 2 24 

自動券売機(台) 3 2 3 5 4 5 5 ※ 8 5 14 2 2 2 4 64 

自動改集札機(台) 5 4 5 9 4 9 8 ※ 13 6 21 4 4 4 10 106 

精 算 機 ( 台 ) 2 1 1 3 1 3 2 ※ 4 2 7 1 1 1 2 31 

 注１ 烏丸御池駅分は、東西線で一括計上しています。 

 注２ 烏丸御池駅、四条駅、京都駅、北大路駅の４駅に可動式ホーム柵を設置しています。 

 

〇東西線 

 六

地

蔵 

石 
 

田 

醍 
 

醐 

小 
 

野 

椥 
 

辻 
東 

 

野 

山 
 

科 

御 
 

陵 

蹴 
 

上 

東 
 

山 

三
条
京
阪 

京
都
市
役
所
前 

烏
丸
御
池 

二
条
城
前 

二 
 

条 

西
大
路
御
池 

太
秦
天
神
川 

 
 

計 

エレベータ(基) 5 5 2 2 2 3 1 2 2 2 2 1 3 2 2 5 4 45 

エスカレータ(基) 5 3 3 1 3 4 2 6 7 2 6 4 10 2 3 4 4 69 

改札口(か所) 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 19 

自動券売機(台) 3 2 4 2 3 2 4 2 3 3 4 3 7 2 3 2 3 52 

自動改集札機(台) 5 4 5 4 4 4 6 4 4 4 7 4 9 4 5 4 4 81 

精算機(台) 1 1 2 1 1 1 2 1 1 1 2 1 3 1 1 1 1 22 

 注 東西線は全駅にホームドアを設置しています。 

 

イ 地下鉄運賃                           （単位：円） 

区 分 
１区 

(3 ㌔まで) 

２区 

(3 ㌔を超え 7 ㌔まで) 

３区 

(7 ㌔を超え 11 ㌔まで) 

４区 

(11 ㌔を超え 15 ㌔まで) 

５区 

(15 ㌔を超える区間) 

大 人 220 260 290 330 360 

小 人 110 130 150 170 180 

 

 

 

 

 

駅名 

[駅ナンバリング表示] 

設備名 

設備名 

駅名 

[駅ナンバリング表示] 

[K01] [K02] [K03] [K04] [K05] [K06] [K07] [K08] [K09] [K10] [K11] [K12] [K13] [K14] [K15] 

[T01] [T02] [T03] [T04] [T05] [T06] [T07] [T08] [T09] [T10] [T11] [T12] [T13] [T14] [T15] [T16] [T17] 
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（２）令和４年度の決算見込み 

 ○ お客様の御利用は令和３年度から一定回復しているものの、令和４年度は新型コロ

ナウイルス感染症オミクロン株の流行による影響もあり、年間を通じたお客様数はコ

ロナ前の令和元年度との比較では、市バス・地下鉄それぞれ▲１６％となる見込み 

○ 令和４年度も緊縮予算を編成したうえで執行抑制を徹底しているものの、減収の影

響が甚大で経常損益は市バスで▲２０億円、地下鉄で▲１７億円のいずれも３年連続

の赤字となる見込み 

・ 運賃収入の減収額は令和２年度からの３年間で３４０億円となる見込み 

・ 市バス・地下鉄事業ともに、お客様数が一定回復したことにより営業収益が増加するものの、

３年連続で赤字決算となる見込みで、累積資金不足が増加することから、特別減収対策企業債

を発行することで資金調達を行う厳しい経営状況  

※地下鉄事業は計画から２年前倒しでの経営健全化団体からの脱却を見込む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）運賃改定について 

新型コロナウイルス感染症の影響により、市バス・地下鉄事業はこれまでに経験した

ことのない危機的な経営状況に陥り、市バス・地下鉄を将来に渡って維持していくた

め、令和４年３月に策定した「京都市交通局市バス・地下鉄事業経営ビジョン【改訂版】

(2021-2028）」では、運賃改定を見込まざるを得ませんでした。(市バス８％、地下鉄７％) 

   運賃改定は最後の手段との認識の下、全庁一丸となって、経費削減や増収増客、国

等への要望活動など、あらゆる経営努力を尽くしているところです。現在の運賃改定

の状況は、以下のとおりです。 

 【地下鉄】 

   経営改善の取組やお客様数の回復に加え、積極的な国への要望活動によって実現し

た国の財政支援措置の効果がとりわけ大きく、累積資金不足の抑制が図れるため、更

なる経営努力を重ねることが前提とはなるものの、運賃改定は回避しました。 

 【市バス】 

   地下鉄とは収支構造が異なり、国の財政支援措置の効果が限定的であることや、昨

今の燃料費や人件費高騰の影響から、運賃改定を見込まざるを得ない状況に変わりは

ありません。引き続き、あらゆる経営努力を尽くしてまいります。 

200億円

140億円
152億円

172億円

61億円 48億円
28億円

R1 R2 R3 R4

市バス

258億円

169億円
186億円

215億円

88億円
72億円

43億円

R1 R2 R3 R4

地下鉄

458億円

Ｒ２

149億円

Ｒ３

120億円

Ｒ４

71億円

3年間合計

340億円

R1 減収額

市バス+地下鉄

【参考：運賃収入の減収状況】※税抜 

市バス 地下鉄 市バス＋地下鉄 

※令和 2 年度～4 年度の 3 年間で、▲340 億円の減収 
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（１）予算編成の基本方針 

●重要課題への対応 

経営健全化の推進 ～持続可能な市バス・地下鉄を目指して～ 

    コロナ禍により未曽有の財政危機に直面する市バス・地下鉄の持続可能な事

業運営を目指し、経費削減と収入増加、利用促進に取り組み、より一層の経営

健全化を推進します。 

市バスの混雑対策 ～市民生活と観光の調和に向けて～ 

コロナ禍からの観光利用の回復を見据え、市バスの一部路線・時間帯で生じ

る混雑への対策を関係部局と連携して積極的に展開し市民生活と観光の調和

を目指します。 

●予算の重点項目 

重点① 安全・安心、そして快適・便利に 

交通事業者として最大の責務である「輸送の安全確保」を徹底し、お客様に

安全・安心に御利用いただくことはもちろんのこと、「快適性と利便性の向上」

にも取り組みます。 

重点② なりふり構わない経営改善 

コロナ禍により未曽有の財政危機に直面する市バス・地下鉄の持続可能な事

業運営を目指し、経費削減と収入増加、利用促進に取り組み、より一層の経営

健全化を推進します。 

重点③ 社会課題解決への貢献 

子育て世代への支援や事業活動における環境への配慮など、持続可能な社会

の実現を目指すＳＤＧｓの達成に向けた取組を展開します。 

重点④ 京都市の成長戦略の推進 

誰もが安心して住み、学び、働くことができ、誰もが訪れ、楽しむことがで

きる都市を支え、京都市の成長戦略の推進に貢献します。 

重点⑤ 経営状況の更なる見える化 

交通局ホームページやＳＮＳによる情報発信等、様々な媒体を通じて市民や

お客様に交通局の経営状況を正しくお伝えします。 

重点⑥ 働き方改革の実践等 

公営交通を支える運転士・整備士等の担い手の確保や育成、また働き方改革

の実践等による「真のワーク・ライフ・バランス」の実現に向けて取り組みます。 

 

16 ページ以降の各取組に記載している表記については、以下のことを示すものです。 

・★印：重要事業  

・【宿泊税】：「宿泊税」を事業費の一部に充当して実施する取組 

・【臨交金】：「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」を事業費の全部に充当して実施する取組 

３ 令和５年度予算 
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（２）予算の概要 

（令和５年度の見通し） 

 〇 令和５年度も新型コロナウイルス感染症の影響を考慮するとコロナ前の状況

までお客様数の回復が見込めず厳しい経営環境が続くと想定 

 〇 緊縮予算を編成するものの、市バス・地下鉄の運行に必要な軽油や電気料金な

ど燃料調達価格の高騰等による影響もあり、経常損益は市バスで▲２０億円、地

下鉄で▲３２億円と３年連続の大幅な赤字予算 

 〇 厳しい経営状況の中でも、車両更新等の安全対策にはしっかりと投資するとと

もに、市バスの混雑対策や新型コロナウイルス感染症対策の取組をはじめ、公営

交通として京都市の成長戦略や社会課題解決に貢献する予算を編成 

・ 安全運行を徹底するとともに、快適性・利便性の向上を追求し、特に観光利用の回復を

見据えて宿泊税や臨時交付金を活用し、関係部局と連携して市バスの混雑対策や新型コ

ロナウイルス感染症対策に積極的に取り組む 

・ 一人でも多くのお客様に御利用いただくための利用促進活動の展開や、お客様一人当

たり乗車運賃の引き上げに向けた各種割引乗車券等の更なる乗車券制度の見直しの検討

など引き続き経営健全化の取組を強力に推進 

 

 ア １日当たりのお客様数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千人/日）

予算
B

見込
増減
C-B＝D

増減率
D/B

増減
C-A=E

増減率
E/A

 地下鉄 400 267 295 304 337 351 47 15.5% ▲ 49 ▲ 12.3%

うち定期 168 124 139 135 153 158 23 17.0% ▲ 10 ▲ 6.0%

うち通勤 109 96 95 92 102 103 11 12.0% ▲ 6 ▲ 5.5%

うち通学（大学） 40 15 27 24 34 35 11 45.8% ▲ 5 ▲ 12.5%

うち定期外 208 119 132 145 160 173 28 19.3% ▲ 35 ▲ 16.8%

(参考)

元年度比増減５年度
予算
C

元年度
A

２年度 ３年度

４年度 ４年度予算比増減

【地下鉄】 

（単位：千人/日）

予算
B

見込
増減
C-B＝D

増減率
D/B

増減
C-A=E

増減率
E/A

357 248 268 275 299 307 32 11.6% ▲ 50 ▲ 14.0%

96 72 78 78 86 88 10 12.8% ▲ 8 ▲ 8.3%

うち通勤 72 63 62 61 67 68 7 11.5% ▲ 4 ▲ 5.6%

うち通学（大学） 17 5 9 9 13 14 5 55.6% ▲ 3 ▲ 17.6%

187 99 114 124 140 147 23 18.5% ▲ 40 ▲ 21.4%

(参考)
元年度比増減

 市バス

うち定期

うち定期外

４年度予算比増減５年度
予算
C

３年度

４年度
元年度

A
２年度

【市バス】 
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４年度予算
A

５年度予算
B

増▲減
B-A

４年度予算
A

５年度予算
B

増▲減
B-A

累 積 欠 損 金 66億円 55億円 ▲11億円 累 積 欠 損 金 3,179億円 3,166億円 ▲13億円

累積資金 不足 49億円 31億円 ▲18億円 累積資金 不足 484億円 477億円 ▲7億円

年度末企 業債
残 高

125億円 110億円 ▲15億円
年度末企 業債
残 高

3,407億円 3,312億円 ▲95億円

▲32億円 22億円経 常 損 益 ▲41億円 ▲20億円 21億円 経 常 損 益 ▲54億円

 イ 予算の主要数値 

【市バス】              【地下鉄】 
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（３）重要課題への対応 

ア 経営健全化の推進 ～持続可能な市バス・地下鉄を目指して～ 

令和５年度も新型コロナウイルス感染症の影響を考慮するとコロナ前の状況ま

でお客様数が戻ることが見込めない状況に加え、市バス・地下鉄の運行に必要な

軽油や電気料金など燃料調達価格の高騰等により、厳しい経営状況が続くことが

想定されます。 

市民生活と多様な都市活動を支える市バス・地下鉄の持続可能な運営を目指し

「経費削減策」、「収入増加・利用促進策」、「国・府への要望」について、引き続

き経営状況の見える化を進めながら徹底した経営健全化に取り組んでいきます。 

※取組の詳細な内容については「重点② なりふり構わない経営改善」（２０～ 

２１ページ）を御覧ください。 

イ 市バスの混雑対策 ～市民生活と観光の調和に向けて～ 

今後想定される観光利用の回復を見据え、生活利用と観光利用が混在すること

により、市バスの一部路線・時間帯で生じる混雑への対策を次の２つの方針に基

づいて積極的に展開します。 

（ア） 市バス輸送力の再配分・増強 

   ① 令和６年春に実施予定の市バス新ダイヤに向け「京都市バスの路線・ダ

イヤの在り方に関する検討委員会」からの答申や市民意見を踏まえ、観光

客の回復により生活利用とあいまって混雑が生じる系統や、御利用の回復

が顕著な系統の輸送力の増強について検討（78,511 千円）【宿泊税】 

   ② 観光シーズンにおける臨時バスの運行 

   ③ 京都駅前バスターミナルや主要観光地周辺のバス停における整列・誘導

を行う案内活動の実施（56,864 千円）【臨交金】 

   ④ 運賃箱の「両替方式」から「つり銭方式」への変更による停車時間短縮

※令和５年度からの老朽化に伴う運賃箱の更新に合わせて、令和６年度に「つり銭 

方式」に変更（令和５年度更新分 621,943 千円） 

（イ） 地下鉄を生かした移動経路の分散  

～バスから地下鉄への利用誘導～ 

   ① 市バスから地下鉄への無料振替（振替輸送） 

     従来からの「東山三条」「金閣寺道」に加え、「銀閣寺道」「岡崎公園   

美術館・平安神宮前」を追加(9,815 千円)【臨交金】 

   ② 市バスの混雑の要因の一つと考えられる「バス１日券」を廃止（令和５

年９月末発売停止、令和６年３月末利用停止）し、「地下鉄・バス１日券」

を生かして市バスから地下鉄への利用誘導を図る。この利用停止に合わ

せ、令和５年４月導入のＩＣカードによる「バスＩＣ24Ｈチケット」につ

いても令和５年 10 月にサービスを開始する「地下鉄・バスＩＣ24Ｈチケッ

ト」に一元化（35,946 千円） 
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   ③ 地下鉄をはじめとした鉄道とバスを組み合わせた移動への誘導に向けた

案内や分散乗車を市内の交通・観光情報に精通したスタッフが多言語によ

り御案内する「京都市バス“おもてなしコンシェルジュ”」活動の充実

（40,000 千円）【臨交金】 

   ④ 輸送力の多い地下鉄を組み合わせて効率的に市内を移動していただく 

「地下鉄・バス１日券」の販売強化等による市バスから地下鉄への利用誘

導（22,251 千円）【宿泊税】 

   ⑤ 海外からのお客様に向けた旅客機や関西国際空港からのリムジンバス 

車内等での「地下鉄・バス１日券」や手ぶら観光の周知・ＰＲの取組 

（13,915 千円）【臨交金】 

～バス・地下鉄の相互利用の促進～ 

   ⑥ ＩＣによる乗継割引（ポイント還元）の実施 

     新たなポイントサービス（（ＰｉＴａＰａ、ＩＣＯＣＡ）に限定した乗継

ポイント、利用額ポイント、バスＩＣ24Ｈチケット）の導入【愛称：「もえ

ポっ」】（11,000 千円） ※登録者数 3.1 万人（令和 5 年 5月 12 日時点） 

   ⑦ 市バス主要路線を合わせて御案内している「地下鉄全線路線図」（全駅の

改札口周辺に掲出）について、令和６年春に実施予定の市バスの新ダイヤ

等を踏まえた内容にリニューアル（2,761 千円）【宿泊税】 
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（４）予算の重点項目 

 

重点① 安全・安心、そして快適・便利に 

交通事業者として最大の責務である「輸送の安全確保」を徹底し、お客様に安

全・安心に御利用いただくことはもちろんのこと「快適性と利便性の向上」にも取

り組みます。 

ア 新型コロナウイルス感染症対策（【臨交金】70,406 千円） 

 【市バス】 

（ア）更新する市バス車両の換気扇増設や最前列座席の荷物置き場への変更など

の感染防止対策に配慮した仕様を採用（42 両 9,240 千円）【臨交金】 

（イ）更新する市バス車両への抗ウイルス・抗菌加工（6,006 千円）【臨交金】 

【地下鉄】 

（ウ）烏丸線新型車両への抗ウイルス・抗菌加工（２編成）（1,980 千円）【臨交金】 

（エ）駅トイレへの抗ウイルス・抗菌加工（5,626 千円）【臨交金】 

（オ）地下鉄駅構内における案内サインの更新 

ホーム階や駅構内における混雑対策や安全対策として、整列・誘導ライ

ンの追加・更新を実施（29,410 千円）【臨交金】 

（カ）駅エスカレーターの利用に関する安全・マナー啓発の実施 

ホームや通路における混雑対策や安全対策として、エスカレーターを

「２列で」「立ち止まって」御利用いただけるよう啓発する案内サインを床

面に設置（11,000 千円）【臨交金】 

【両事業共通】※新型コロナの第 5 類への移行に伴い、5/8 以降は実施していません。 

（キ）案内所、定期券発売所へのアルコール消毒液の設置（85 千円）【臨交金】 

（ク）主要駅や北大路バスターミナルにおける検温器設置を継続 

（ケ）お客様への啓発の継続や車内・駅構内等における換気の徹底など職員への

出勤前後の検温の継続実施の徹底等（7,059 千円）【臨交金】 

イ 安全輸送の徹底 

 【市バス】 

（ア）安全運転訓練車や外部機関を活用した事故防止研修の実施（5,567 千円） 

（イ）安全対策が必要と思われるバス停に係る対策の検討（1,000 千円） 

（ウ）バス停における乗降口のバリアフリー改修（歩道のマウントアップ化等

4,840 千円）【宿泊税】 
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←見やすいフルカラーLED 式行先表示器 

←分かりやすい列車案内表示器 

 【地下鉄】 

（エ）烏丸線新型車両への更新（2,368,360 千円） 

令和５年度２編成（累計５編成） 

（オ）烏丸線新型車両への車内防犯カメラ 

の設置（12,551 千円） 

令和５年度２編成（累計５編成） 

（カ）駅出入口への止水板設置による 

浸水対策の強化（11,588 千円） 

醍醐駅・三条京阪駅・太秦天神川駅 

（キ）烏丸線各駅のホームにおける安全対策（15,883 千円） 

軌道階への転落防止対策として、ホーム階ベンチを線路に対して垂直と

なる向きへの付け替えの実施 

ウ 利便性と快適性の追求 

【市バス】 

（ア）フルカラーＬＥＤ式行先表示器の導入（49 両 130,970 千円） 

     708 両（令和４年度末時点）→累計 757 両（同５年度末）／801 両 

 

 

 

 

（イ）京都駅前Ｂのりばにおけるミスト装置更新（329 千円）【宿泊税】 

（ウ）市バス新ダイヤ（令和６年春）に合わせた案内表示の修正（20,566 千円）【宿泊税】  

     市民生活と観光の調和に向けて、主要バスターミナル等の路線案内板や

整列ラインの更新等による移動経路の分散化や整列乗車を促進 

 

【地下鉄】 

（エ）烏丸線ホームの列車案内表示器の更新及び改札口付近への列車案内表示器

の新設による機能拡充（４か国語表示）（384,476 千円）【宿泊税】 

   令和５年度：８駅（令和４年度に７駅設置済、令和５年度末で全駅完了） 

    国際会館駅、松ヶ崎駅、北山駅、北大路駅、 

鞍馬口駅、今出川駅、丸太町駅、竹田駅 
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重点② なりふり構わない経営改善 

コロナ禍により未曽有の財政危機に直面する市バス・地下鉄の持続可能な事業運

営を目指し、経費削減と収入増加、利用促進に取り組み、より一層の経営健全化を

推進します。 

ア 経費削減策 （令和５年度削減効果額 市バス約 4.5 億円、地下鉄約 1.7 億円） 

【市バス】 

（ア）運転計画（令和５年３月）の実施見送りによる案内表示等の修正に係る経

費の削減 ※令和 4 年度予算編成時に削減 

（イ）市バスの御利用状況に応じたダイヤの見直し（令和４年３月実施）など業

務の見直しによる総人件費の削減 

（ウ）バス待ち環境の整備費用の抑制（バス停上屋等の新規整備の延期） 

（エ）リース方式でのバス車両の調達による企業債償還負担の軽減（累計８両） 

令和２年度から各年度２両のリースを実施し令和５年度も新たに２両を追加 

（オ）市バスのフルカラーＬＥＤ式行先表示器の導入に係る計画の見直し 

【地下鉄】 

（カ）改集札機のＩＣ専用化等による保守管理費用の見直し 

（キ）駅有人改札業務のリモート化（令和４年 11 月、令和５年４月実施）など業

務の見直しによる総人件費の削減 

（ク）御利用状況に応じたダイヤの見直し（令和４年 12 月 17 日実施）や烏丸線

新型車両への更新に伴う電力使用量の削減 

（ケ）設備更新による電力使用量の削減 

・エスカレーター（自動運転タイプ）の更新（北大路駅）※R5～6 に実施 

・エレベーターの更新（五条駅、松ヶ崎駅、東山駅）※松ヶ崎駅は R5～6に実施 

（コ）駅舎（国際会館駅、烏丸御池駅、蹴上駅）や烏丸線トンネル照明のＬＥＤ

化による電力使用量の削減 ※企業債（脱炭素化事業）を活用 

イ 収入増加・利用促進策 

【両事業共通】 

（ア）一人でも多くのお客様に御利用いただくための利用促進活動の展開(★) 

・文化庁や京都市立芸術大学の移転を契機とした利用促進の取組 

・文化・スポーツ事業をはじめ大規模イベントの開催時における企画乗車券

の発売などあらゆる機会を捉えた利用促進の取組 

・定期券の利用促進に向けた大学・経済団体等に対する営業活動の実施 

・「京都市バス・地下鉄を守るための利用促進本部会議」による全庁体制での

増客の取組 

・民間事業者等の皆さまに参画いただく「チーム『電車バスに乗るっ』」と連

携した公共交通を活用した取組 
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（イ）ポイントサービスの導入によるＩＣ化の推進（令和５年４月）（★） 

新たなポイントサービス（（ＰｉＴａＰａ、 

ＩＣＯＣＡ）に限定した乗継ポイント、利用額

ポイント、バスＩＣ24Ｈチケット）の導入

（再掲）【愛称：「もえポっ」】 

（ウ）お客様一人当たり運賃の引き上げに向けた各種割引乗車券等の見直し（★） 

・バス１日券（磁気券）の廃止（令和５年９月末発売停止、令和６年３月末使用停止）（再掲）  

・トラフィカ京カード、昼間割引回数券、全国相互利用 10 種類のＩＣカー

ドを対象とした乗継割引、ＰｉＴａＰａの利用額割引及び地下鉄⇔バス

（市バス・京都バス）連絡普通券の廃止（令和５年３月末で使用停止） 

（エ）ワゴン販売や自動販売機の増設等の小規模スペースを有効活用した駅ナカ

ビジネス増収策の実施 

（オ）広告料収入をはじめとしたあらゆる増収策の実施 

・広告主の掲出意欲を促進する「広告の広告」（キャンペーン）の実施 

・駅施設でのデジタルサイネージ等の新規媒体の導入 

・烏丸線北大路駅可動式ホーム柵への新規広告の掲出 

・市バスや地下鉄関連の廃品やオリジナルグッズの販売促進 

（カ）まぢピンチキャラクターの 

ＬＩＮＥスタンプの販売 

 

（キ）ふるさと納税や寄付の獲得による資金の調達（★） 

     市外から多くのお客様がお越しになる春・秋の観光シーズンに配布する

マップやリーフレット等を活用してふるさと納税のＰＲなど、新たな仕組

みづくりによる資金調達の実施 

ウ 国の支援制度の活用や国・府への要望活動の実施等 

   引き続きコロナ禍によるお客様数の大幅な落ち込みによる減収やこの間の原

油や物価高騰に対する支援など両事業の経営健全化に向けた支援について国や

府に対し要望します。 

   なお、令和５年度の当初予算においては、厳しい経営状況にある公共交通事

業者への支援を目的に配分された「コロナ禍における原油価格・物価高騰対応

分」に係る新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金について、令和

５年度の上半期における影響額相当として市バスで１０５百万円、地下鉄で 

２７１百万円の繰り入れを見込んでいます。 

（参考）これまでの要望活動の成果により令和５年度に向け実現した制度 

 ・地下鉄事業に係る「特例債」制度の継続及び「資本費負担緩和債」の発行要件緩和 

・両事業に係る「特別減収対策企業債」制度の継続 

 

 

まぢピンチキャラクター 
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ベビーカーマーク 

 

重点③ 社会課題解決への貢献 

子育て世代への支援や事業活動における環境への配慮など、持続可能な社会の実

現を目指すＳＤＧｓの達成に向けた取組を展開するとともに、市バス・地下鉄の御

利用を通じたＳＤＧｓ達成への貢献に係る情報発信を強化します。 

 

【市バス】 

（ア）電気バスの導入に向けた検討（★） 

    カーボンニュートラルに貢献する電気バスについて、大阪・関西万博の開

催に合わせた導入を目指し、費用や運用面の課題抽出など調査・検討を開始 

【地下鉄】 

（イ）烏丸線新型車両の導入による電力使用量の削減（再掲） 

（ウ）設備更新による電力使用量の削減（再掲）（422,781 千円） 

・エスカレーター（自動運転タイプ）の更新（北大路駅）※R5～6 に実施 

・エレベーターの更新（五条駅、松ヶ崎駅、東山駅）※松ヶ崎駅は R5～6 に実施 

（エ）駅舎（国際会館駅、烏丸御池駅、蹴上駅）や烏丸線トンネル照明のＬＥＤ化 

   （404,345 千円）による電力使用量の削減 ※企業債（脱炭素化事業）を活用（再掲） 

（オ）地下鉄各駅における旅客用トイレへのサニタリーボックスの設置 

    男性用トイレなどこれまで未設置であった便房での供用開始 

（カ）地下鉄駅トイレにおける生理用品の無料提供サービス実施に向けた検討 

（キ）地下鉄駅構内への授乳スペースの試行設置 

 【両事業共通】 

（ク）子育て世代への支援 

    ベビーカー利用に係る理解・配慮の啓発活動や 

市バス全車両の前面への大型ステッカーの掲出（800 千円） 

（ケ）交通サポートマネージャーの養成を通じた心のバリアフリーの推進 

    公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団が、交通事業者向けに実施

している所定の研修課程を修了した者に認定する「交通サポートマネージャ

ー」を養成（1,320 千円） 

（コ）公共交通の利用を通じたカーボンニュートラル等への貢献に係る啓発 

    民間事業者等の皆さまに参画いただく「チーム『電車バスに乗るっ』」によ

る利用促進の取組等を通じた、人と公共交通優先のまちづくりを目指す「歩く

まち京都」の推進やカーボンニュートラルへの貢献に資する取組の実施 

（サ）ＳＤＧｓ達成への貢献に係る情報発信の強化 

様々な媒体を活用した市バス・地下鉄の事業活動を通じたＳＤＧｓ達成へ

の貢献に係る情報発信の強化 
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重点④ 京都市の成長戦略の推進 

誰もが安心して住み、学び、働くことができ、誰もが訪れ、楽しむことができる

都市を支え、京都市の成長戦略の推進に貢献します。 

【市バス】 

（ア）市バスの路線・ダイヤの見直し（★） 

    「京都市バスの路線・ダイヤの在り方に関する検討委員会」からの答申や

市民意見を踏まえ令和６年春に路線・ダイヤの見直しを実施 

（イ）市バスの運行情報の更なるオープンデータ化（★） 

    令和５年度における時刻表やバス停位置等（静的情報）のオープンデータ

化に続き、リアルタイムの運行、混雑情報や走行位置等（動的情報）を提供

するシステム構築の検討を開始 

（ウ）洛西地域をはじめとする地域公共交通会議への参画（★） 

    交通局がバス事業者として参画している「京都市洛西地域公共交通会議」

等では、効率的で持続可能な交通体系やダイヤ・運賃制度等に係る協議を継続 

【参考】「洛西“ＳＡＩＫＯ”（さぁいこう）プロジェクト」 

     令和５年４月に推進本部が設置され、交通局も委員としてプロジェクトに参画 

【両事業共通】 

（エ）文化と経済の好循環の創出に向けた利用促進の取組 

    子育て世代の移住や定住を実現する施策や「大学のまち京都」「学生のまち

京都」として更なる発展を目指し、学校や他局等と連携した取組を推進 

【取組例】 

京都市立芸術大学と連携した市バス・地下鉄の利用促進に資する取組の

実施（再掲） 

（オ）文化庁や京都市立芸術大学の移転に伴う案内表示の変更 

    市バスの停留所名称の変更をはじめ、車内案内放送の追加・変更や各種案

内表示の更新（文化庁は令和５年３月２７日業務開始、京都市立芸術大学は

令和５年１０月移転） 
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重点⑤ 経営状況の更なる見える化 

交通局ホームページやＳＮＳによる情報発信等、様々な媒体を通じて市民やお客

様に交通局の経営状況を正しくお伝えします。 

（ア）情報発信の強化 

・既存の媒体や手法にとらわれず、市民やお客様に経営状況等を正しく伝える

ための取組の推進 

・経営状況の見える化に係る「まぢピンチ」キャラクターのＬＩＮＥスタンプ

の販売（再掲） 

 

 

重点⑥ 働き方改革の実践等 

公営交通を支える運転士・整備士等の担い手の確保や育成、また働き方改革の実践

等による「真のワーク・ライフ・バランス」の実現に向けて取り組みます。 

（ア）働き方改革の実践等による「真のワーク・ライフ・バランス」の実現に向けた取組 

   ・市バス運転士や整備士など未来の公営交通を支える担い手の確保 

・資格取得支援制度（京都・観光文化検定等）によるスキルアップの奨励（300 千円） 
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（税込額）

億 百万円 億 百万円 億 百万円

202 89 178 65 24 24

う ち 192 87 168 63 24 24

9 78 6 98 2 80

う ち 6 97 4 30 2 67

212 67 185 63 27 04

225 75 221 96 3 79

う ち 88 00 87 89 11

う ち 119 30 115 44 3 86

う ち 18 45 18 63 ▲ 18

4 94 3 34 1 60

230 69 225 30 5 39

▲ 20 01 ▲ 41 48 21 47

▲ 20 01 ▲ 41 48 21 47

▲ 54 53 ▲ 65 74 11 21

22 93 20 96 1 97

う ち 22 01 20 27 1 74

う ち  9  7  2

37 58 34 68 2 90

う ち 22 49 20 56 1 93

う ち 14 59 13 62 97

▲ 14 65 ▲ 13 72 ▲ 93

▲ 30 58 ▲ 48 96 18 38

109 77 125 41 ▲ 15 64

区　　分 R5年度予算(Ａ) R4年度予算(Ｂ) 差引増▲減（Ａ－Ｂ）

営 業 収 益

純 損 益

収　入　計

営 業 費 用

人 件 費

経費( 燃料費・ 修繕費等)

減 価 償 却 費 等

営 業 外 費 用

支　出　計

経 常 損 益

収
益
的
収
支

運 送 収 益

営 業 外 収 益

一 般 会 計 補 助 金

▲ 累 積 欠 損 金

資
本
的
収
支

収 入

企 業 債

補 助 金

支 出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

差　　　　　引

▲ 累 積 資 金 不 足

年 度 末 企 業 債 残 高

（５）市バス・地下鉄の財政状況 

 

【市バス】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注 経常損益、純損益及び蓄積欠損金は税抜額であり、経常損益は収益的収入と支出の差 

とは一致しません。 

 注 Ｒ５年度予算の財政健全化法における資金不足額は特別減収対策企業債の発行により 

生じません。 
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【市バス】 

（収入・支出の内訳） 

 

【収益的収支】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資本的収支】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補助金内訳(資本)】
国補助 -          
府補助 -          
市補助 0.1億円

【補助金内訳(収益)】
国補助 -          
府補助 0.1億円
市補助 7.0億円
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（税込額）

億 百万円 億 百万円 億 百万円

272 06 236 97 35 09

う ち 246 64 211 94 34 70

56 68 50 04 6 64

う ち 26 66 19 34 7 32

328 74 287 01 41 73

311 88 292 21 19 67

う ち 59 65 59 22 43

う ち 105 64 89 42 16 22

う ち 146 59 143 57 3 02

41 40 39 27 2 13

353 28 331 48 21 80

▲ 31 58 ▲ 53 90 22 32

82 16 54 98 27 18

▲ 31 58 ▲ 53 90 22 32

▲3,166 49 ▲3,178 59 12 10

149 51 249 12 ▲ 99 61

う ち 122 68 210 74 ▲ 88 06

う ち 10 98 11 58 ▲ 60

う ち 15 50 26 73 ▲ 11 23

281 70 380 81 ▲ 99 11

う ち 77 59 103 79 ▲ 26 20

う ち 203 11 256 67 ▲ 53 56

▲ 132 19 ▲ 131 69 ▲ 50

▲ 476 69 ▲ 484 10 7 41

3,312 00 3,406 72 ▲ 94 72年 度 末 企 業 債 残 高

差　　　　　引

▲ 累 積 資 金 不 足

▲ 累 積 欠 損 金

資
本
的
収
支

収 入

企 業 債

補 助 金

出 資 金

支 出

建設改良費（割賦購入費除く）

企 業 債 償 還 金

支　出　計

経 常 損 益

現 金 収 支

純 損 益

収　入　計

営 業 費 用

人 件 費

経費（動力費・修繕費等）

減 価 償 却 費 等

営 業 外 費 用

区　　分 R５年度予算（Ａ） R４年度予算（Ｂ） 差引増△減（Ａ－Ｂ）

収
益
的
収
支

営 業 収 益

運 輸 収 益

営 業 外 収 益

一 般 会 計 補 助 金

 

【地下鉄】 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注 経常損益、現金収支、純損益及び蓄積欠損金は税抜額であり、経常損益は収益的収入と 

支出の差とは一致しません。 

注 Ｒ５年度予算では、財政健全化法における資金不足額は生じません。 
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【補助金内訳(資本)】
国補助 0.1億円
府補助 0.4億円
市補助 10.5億円

【補助金内訳(収益)】
国補助 -          
府補助 0.2億円
市補助 26.7億円

【地下鉄】 

（収入・支出の内訳） 

 

【収益的収支】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資本的収支】 
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（１）駅ナカビジネス収入の推移 

   令和４年度の駅ナカビジネス収入については、店舗撤退等による減収があった

ものの、自動販売機等の収入は増加しており、前年度比で約４％増加の 

約１０.１億円となる見込みです。しかしながら、コロナ前の令和元年度比較で

は約▲１１％となっており、依然として厳しい状況が続いています。 

・地下鉄駅構内への「コトチカ」の展開 

  ⇒四条（H22）、烏丸御池（H23 開業、H27 増床)、京都（H24 開業、H28 増床)、 

   三条京阪（H25）、山科・丸太町（H26）、今出川（H27)、北大路（H29）など 

   現在、簡易店舗を合わせて１２駅に４６店舗を展開(R5.4 月現在) 

・その他、自動販売機、コインロッカー、ＡＴＭ等の利便施設を設置 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

（２）広告料収入の推移 

コロナ前は、市バスのラッピングや地下鉄の駅・車内広告の販売促進、デジタル

サイネージの導入などにより、広告料収入全体で１０億円を超える収入がありまし

たが、令和２年度以降は新型コロナの影響により大幅に減少しています。 

令和４年度の広告料収入は、前年度から横ばいの約９.４億円となる見込みです

が、コロナ前の令和元年度比較では約▲１３％となっており、依然として厳しい状

況が続いています。 

  

４ 附帯事業 

※ 百万円未満を四捨五入しているため、合計の数値が一致しない場合があります。 
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（人） 

 

注 1 職員数は常勤職員及び会計年度任用職員の人数です。 

注 2 括弧内は内数で女性職員の人数です。 

注 3 「公営企業管理者」及び「局長級」は企画総務部の職員数として「合計」欄に計上しています。 

区分 企画総務部 自動車部 高速鉄道部 合計 

公営企業管理者 １ １  

局 長 級 １ １  

部 長 級 ３ (１) ３  ２  ８ (１) 

課 長 級 ９ (２) １５ (１) １１  ３５ (３) 

係 長 級 ２６ (４) ４０ (１) ４３ (１) １０９ (６) 

事務・技術職員等 ７９  １５２ (８) ３４７ (１９) ５７８ (５４) 

運転士・車掌 ０  ８５３ (２２) １９８ (１８) １,０５１ (４０) 

合計 １１９ (３４) １,０６３ (３２) ６０１ (３８) １,７８３ (１０４) 

５ 職員数（令和５年４月１日現在） 
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６
機

構
（
令

和
５

年
４

月
１

日
現

在
）

公 営 企 業 管 理 者 交 通 局 長

北 村 信 幸

監 察 監

企 画 総 務 部 長

統 括 監 察 員

次 長
西 窪 一

大 塚 健 志

企 画 総 務 課 長 企 画 係 長

情 報 化 ・ Ｉ Ｃ Ｔ 推 進 係 長 雲 林 院 一 貴

調 査 係 長

職 員 課 長

古 崎 洋 平

労 務 係 長

清 水 博 之

給 与 安 全 衛 生 係 長

早 瀬 健 一

人 事 係 長  本 正 毅

財 務 課 長 主 計 第 一 係 長

出 納 係 長

髙 田 慎 一

主 計 第 二 係 長

研 修 所 長

西 尾 知

担 当 係 長

担 当 係 長

松 岡 隆 博担 当 係 長

契 約 係 長 山 田 友 博

資 産 活 用 係 長 澤 進 一 郎

担 当 係 長 松 村 秀 一

営 業 推 進 担 当 部 長

営 業 推 進 課 長 営 業 企 画 係 長

池 葉 須 雅 之

事 業 管 理 係 長

増 田 拓 記

広 告 係 長

梅 原 敏 史

企 画 調 査 課 長

横 井 洋 幸

旅 客 動 向 分 析 係 長

運 賃 制 度 係 長 大 久 保 隆 洋

運 賃 収 入 係 長 上 野 昌 之

自 動 車 部 長

担 当 部 長

管 理 課 長

上 田 和 樹

管 理 係 長

中 本 倫 生

運 輸 課 長 運 輸 係 長

小 寺 一 郎

担 当 課 長

安 全 監 理 係 長

松 本 盛 二

西 山 真 司

安 全 統 括 管 理 者

安 全 統 括 管 理 者

担 当 係 長

松 田 裕 之

金 田 ひ ろ 野

石 田 大 士

担 当 係 長

担 当 係 長 松 田 和 己

橋 本 祐 太

担 当 係 長

吉 岡 慎 太 郎

九 条 営 業 所 長

増 田 保 和

橘 大 輔

児 玉 宜 治

有 働 三 希 子

山 本 貴 史

手 ち ひ ろ

担 当 係 長

多 直 子

（ 企 画 総 務 課 松 村 係 長 兼 職 ）

担 当 課 長

依 田 智 明

担 当 係 長

担 当 係 長

担 当 係 長

長 谷 川 悟

飯 田 尚 一

日 高 秀 次

松 澤 康 治

事 業 係 長

山 野 順 大

（ 次 長 兼 職 ）

（ 高 速 鉄 道 部 担 当 部 長 兼 職 ）

（ 企 画 総 務 部 長 兼 職 ）

（ 自 動 車 部 長 兼 職 ）

お 客 様 サ ー ビ ス 向 上 担 当 課 長

計 画 推 進 担 当 部 長

北 尾 雅 則

秦 洋 平

担 当 課 長 黒 松 望 都

担 当 係 長

担 当 係 長
（ 企 画 総 務 課 雲 林 院 係 長 兼 職 ）

営 業 推 進 係 長

石 田 哲 朗

松 尾 佳 樹

松 浦 健 一

岸 田 健 史

中 村 尚 志

北 大 路 真 如

片 岡 浩 司

担 当 課 長

木 村 麻 理
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担 当 係 長

杉 森 直 樹

路 線 計 画 係 長

担 当 係 長

担 当 係 長

則 永 吉 廣

技 術 課 長

朝 田 政 宏

車 両 係 長 西 村 文 孝

停 留 所 管 理 係 長

バ ス 待 ち 環 境 担 当 課 長

清 水 稔 也

バ ス 待 ち 環 境 係 長

自 動 車 整 備 工 場 長 技 術 係 長 小 池 信 一 郎

整 備 係 長 谷 澤 修

西 賀 茂 営 業 所 長 庶 務 係 長

運 転 係 長

國 生 善 宏

担 当 係 長 浦 野 利 文

担 当 係 長

梅 原 正 儀

烏 丸 営 業 所 長 庶 務 係 長

宮 村 義 隆

運 転 係 長

田 勝 治 担 当 係 長

髙 木 康 博

担 当 係 長

九 条 営 業 所 長

（ 部 長 級 ）

庶 務 係 長

運 転 係 長

北 岡 一 彦

担 当 係 長 和 田 勝 幸

担 当 係 長

中 村 勝 利

担 当 係 長

藤 原 伸 也

担 当 係 長

前 川 泰 史

整 備 係 長

柴 田 礼 輔

樹 山 政 吉

長 浜 純 央

大 嶋 正 輝

八 木 浩 一

担 当 係 長

久 保 田 雅 喜

山 田 篤

藤 井 教 路

亀 石 直 也

南 村 勝 則

担 当 係 長

浦 野 雄 二

梅 津 営 業 所 長 庶 務 係 長

運 転 係 長

担 当 係 長

担 当 係 長

尾 形 彰

駒 井 秀 光

網 裕 一

室 威 夫

福 冨 鉄 夫

副 所 長

副 所 長

副 所 長

副 所 長

お 客 様 サ ー ビ ス 推 進 員

お 客 様 サ ー ビ ス 推 進 員

お 客 様 サ ー ビ ス 推 進 員

お 客 様 サ ー ビ ス 推 進 員

（ 梅 津 営 業 所 副 所 長 兼 職 ）

（ 九 条 営 業 所 副 所 長 兼 職 ）

（ 烏 丸 営 業 所 副 所 長 兼 職 ）

（ 西 賀 茂 営 業 所 副 所 長 兼 職 ）

担 当 係 長

伊 勢 拓 矢

田 中 真 理 子

森 山 大 輔

船 越 靖 男

小 林 朋 弘

福 井 弘 美

淵 上 丈 次

藤 木 徹 也

冬 木 哲 也担 当 係 長
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高 速 鉄 道 部 長

塩 見 康 裕

担 当 部 長

秋 丸 隆 之

管 理 課 長 管 理 係 長

安 全 運 行 管 理 官

阿 曽 英 明

運 転 係 長 髙 橋 裕 幸

運 転 指 令 区 長 友 田 博 保

運 輸 課 長
菱 田 真 一 郎

運 輸 係 長

担 当 係 長

烏 丸 線 運 輸 事 務 所 長

中 山 晋 一

乗 務 区 長

阿 路 川 徹

駅 務 区 長

大 西 英 樹

担 当 係 長

担 当 係 長

中 村 悟 市

担 当 係 長

棚 橋 雄 二

東 西 線 運 輸 事 務 所 長

宮 本 博 市

乗 務 区 長

速 見 順 也

駅 務 区 長

担 当 係 長

辻 井 啓 典

担 当 係 長

担 当 係 長

福 井 茂 彦

技 術 監 理 課 長

宅 野 雅 博

担 当 課 長

穴 水 宏 和

監 理 係 長

畠 康 之

建 築 係 長 平 岡 昭 三

担 当 係 長

紺 谷 信 之 介

機 械 設 備 係 長 中 野 倫 幸

土 木 係 長

（ 担 当 課 長 事 務 取 扱 ）

担 当 係 長

水 上 裕 貴担 当 係 長

担 当 係 長

山 本 淳 也

担 当 係 長

平 岡 英 機

小 篠 潤 也

上 羽 正 展

接 客 向 上 係 長

山 本 貞 徳

篠 原 卓 弥

奥 田 剛

中 川 貴 雅

伴 野 敏 之

中 嶋 一 哉

担 当 係 長

担 当 係 長

電 気 課 長

池 田 茂 生

担 当 課 長
幡 山 正

電 力 係 長 平 川 幸 司

信 号 保 安 係 長 西 山 訓 央

情 報 通 信 係 長 井 上 貴 志

電 力 区 長

担 当 係 長

姉 小 路 電 気 区 長 飯 田 剛

醍 醐 電 気 区 長 後 光 俊

車 両 工 場 長

松 田 誠 二

担 当 係 長

岡 田 浩 一

竹 田 検 車 区 長 石 橋 祐 司

醍 醐 検 車 区 長

長 島 義 弘

竹 田 保 線 区 長

醍 醐 保 線 区 長

山 田 泰 正

高 速 車 両 課 長 車 両 係 長

佐 々 木 英 人 車 両 新 造 係 長 林 保 文

担 当 係 長

春 木 邦 秀

大 野 滋 久

担 当 課 長 補 佐

山 本 祐 督

山 田 敏 道

担 当 係 長 古 川 健 史

お 客 様 サ ー ビ ス 推 進 員

お 客 様 サ ー ビ ス 推 進 員

（ 烏 丸 線 運 輸 事 務 所 長 兼 職 ）

（ 東 西 線 運 輸 事 務 所 長 兼 職 ）

（ 担 当 課 長 事 務 取 扱 ）

山 田 亮 介

三 上 朋 彦

平 井 聖 子

伊 藤 文 隆
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行 財 政 局 防 災 危 機 管 理 室 担 当 部 長 企 画 総 務 部 長 大 塚 健 志

都 市 計 画 局 歩 く ま ち 京 都 推 進 室 担 当 部 長 企 画 総 務 部 長 大 塚 健 志

文 化 市 民 局 市 民 ス ポ ー ツ 振 興 室 担 当 部 長 自 動 車 部 長 西 山 真 司

同 高 速 鉄 道 部 長 塩 見 康 裕

同 担 当 課 長 自 動 車 部 運 輸 課 長 小 寺 一 郎

同 高 速 鉄 道 部 運 輸 課 長 菱 田 真 一 郎

「
市
バ
ス
・
地
下
鉄
事
業
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
【
改
訂
版
】
」
に
基
づ
き
、
徹
底
し
た
経
営
健
全
化
の
取
組
を

継
続
し
て
行
う
と
と
も
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
増
収
増
客
の
取
組
や
混
雑
対
策
、
さ
ら
に
は
、
本
市

の
成
長
戦
略
に
寄
与
す
る
取
組
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
以
下
の
と
お
り
組
織
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

１
重
要
事
務
事
業
の
進
ち
ょ
く
管
理
体
制
の
明
確
化

経
営
状
況
の
「
見
え
る
化
」
を
は
じ
め
、
な
り
ふ
り
構
わ
な
い
経
営
改
善
、
社
会
課
題
解
決
に
向
け

た
取
組
な
ど
、
既
存
の
枠
組
み
に
捉
わ
れ
な
い
新
た
な
施
策
や
、
増
収
増
客
、
混
雑
対
策
な
ど
、
局
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
重
要
事
業
の
進
ち
ょ
く
を
管
理
す
る
司
令
塔
機
能
を
明
確
化
、
強
化
す
る
た
め
、

総
務
課
を
「
企
画
総
務
課
」
に
改
称
す
る
と
と
も
に
、
同
課
に
「
企
画
係
長
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

２
収
入
増
加
・
利
用
促
進
の
た
め
の
体
制
強
化

市
バ
ス
・
地
下
鉄
の
更
な
る
利
用
促
進
に
向
け
た
、
副
市
長
を
ト
ッ
プ
と
し
た
全
庁
体
制
で
の
増
収
増

客
の
取
組
を
は
じ
め
、
大
学
、
商
業
施
設
、
集
客
施
設
等
の
民
間
事
業
者
と
連
携
し
た
取
組
や
駅
ナ
カ
ビ

ジ
ネ
ス
、
広
告
料
収
入
の
増
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
寄
付
の
獲
得
な
ど
、
よ
り
一
層
営
業
活
動
を
強
力
に
推

し
進
め
る
た
め
、
「
増
収
増
客
担
当
部
長
」
を
「
営
業
推
進
担
当
部
長
」
に
改
称
す
る
と
と
も
に
、
企
画

総
務
部
営
業
推
進
課
に
担
当
課
長
を
新
設
し
ま
し
た
。

な
お
、
「
増
収
増
客
」
は
局
を
挙
げ
て
の
課
題
と
し
て
位
置
付
け
ま
す
。

３
市
バ
ス
運
行
情
報
の
更
な
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
の
た
め
の
体
制
強
化

時
刻
表
や
バ
ス
停
位
置
等
の
静
的
情
報
を
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
す
る
と
と
も
に
、
更
な
る
市
バ
ス
の
利

便
性
向
上
や
混
雑
対
策
の
取
組
と
し
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
運
行
、
混
雑
情
報
や
走
行
位
置
等
の
動
的
情

報
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
構
築
の
検
討
に
着
手
す
る
た
め
、
自
動
車
部
運
輸
課
に
担
当
係
長
を
新
設
し
ま

し
た
。
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